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〈呂的〉

日本が国際機関の高度回遊性魚類の保存・管理に協力し、当該資源の安定的な利用のため資源の科

学的データを完備するための調査の一環である。独立行政法人水産総合研究センターが都道府県、大

学、民間団体に委託する調査事業の一部で、本県のマグロ類、サメ類の漁獲関連データを取りまとめ

るものである。

〈試験研究方法〉

調査期間:周年(上半期:平成 17年 1月から 6月末。下半期 :7月から 12月末)

調査項目:神獲月日、漁法、銘柄、体長、体重

調査市場:マグロ類

日本海沿岸 ①岩崎 ②深浦

津軽海峡沿岸 ③三厩 ④大間

太平洋沿岸 ⑤尻労 ⑥六ヶ所海水 ⑦八戸みなと漁協・八戸魚市場

サメ類

太平洋沿岸 ①八戸みなと漁協・八戸魚市場

調査項目:可能な限り l尾ごとの漁獲月日、漁法、銘柄、体長、体重を水揚伝票から抽出後整理し、

取りまとめ機関である日本エヌ・ユー・エス(JANUS) に報告した。

〈結果の概要・要約〉

(まぐろ類)2005年のクロマグロの水揚量は、調査対象7地区で622トン(前年441トン)と調査を

開始した 1992年以降最も多い水揚量となった(表 1)。海域別にみると津軽海峡では前年並みの 333

トン(前年 313トン)、太平洋も前年並みの 57トン(前年 55トン)で、あったのに対し、日本海では

231トンと前年 (73トン)より 158トンも多い水揚量であった(表2)。

表3に地先別の漁獲量を示した。各地先の動向をみると日本海の岩崎では前年の 40.8 トンから

114.8トンと大幅に漁獲が伸びている。隣接する深浦でも前年の 32.3トシから 116.9トンと漁獲が伸

び日本海沿岸での漁獲が増加している。津軽海峡の三厩では前年の 98.1トンからやや減少し 89.9ト

ンであったのに対し、大間では前年の 215.4トンからやや増加し 243.5トンとなっており、津軽海峡

での漁獲は前年並みの水揚げ量となっている。太平洋の尻労では前年の 50.3トンから 48.1トンと水

揚げ量はやや減少し、六ヶ所では前年の 3.6トンから 6.4トン、八戸では前年1.3トンから 2.6トン

とわずかながら漁獲が増加している。

漁獲尾数をみると岩崎では前年の 1，698尾から 7，587尾、深浦では前年 1，518尾から 8，799尾と両

地先とも大きく増加している。三厩では前年2，014尾からし 557尾、大間では 2，527尾から 2，190尾

と両地先ともやや減少している。尻労では前年の 2，752尾から 3，450尾、六ヶ所では前年の 244尾か

ら475尾、八戸では前年95尾から 242尾とやや増加している。
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(さめ類)

本県で漁獲量が最も多く、重要な魚種であるアブラツノザメはその殆どが底びき網による漁獲で、

他に定置網や刺綱で混獲され水揚されている。 2005年の水揚量は 215トンと前年の 158トンを上回っ

た(図 2)。八戸では周年水揚げが見られたが、 1月から 2月、 11月から 12月の冬季に多く水揚げさ

れている。その他ネズミザメ、ホシザメが水揚されるがその量はわずかであり、ネズミザメ(モーカ)

の水揚量は 5トンど前年の 10トンを下回った。

〈主要成果の具体的なデータ〉
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〈今後の問題〉

クロマグロについて太平洋での魚体測定データがなく、正確な年令組成が把握できていないため、

今後漁協関係と検討しデータの収集に努める。

ぐ次年度の具体的計画〉

昨年同様の調査内容となっている。

〈結果の発表・活用状況等〉

・平成 17年度日本高度回遊性魚類資源調査委託事業報告会で発表0

.平成 17年度報告書は日本エヌ・ユー・エスで印刷。
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